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要の低迷により製造業者は減少。尼崎に残る２軒は伝統産業として菰樽作りを継承

し、全国の８割を生産している。 

その中の一軒、尼崎市塚口にある明治33年(1900)創業の岸本吉二商店は、一番の

大手であり、神社に奉納されている酒樽など、現在国内で見かける菰樽の半数以上

を製造している。近年では近隣の農地減少に伴い、藁を求め生産拠点を神戸市北区

や三木市吉川町に移し、伝統を守り続けている。 

 

⑥ 稲わらと牛ふん堆肥の交換による資源循環型畜産 

西脇市黒田庄町では、「山田

錦」の稲穂を刈った後の稲わら

が、黒田庄和牛27の肥育餌用の粗

飼料（草の飼料）として利用され

ている。かつては普通に行われて

いたが、今はほとんど見かけず、

牛の飼料の多くは、輸入に頼るよ

うになっている。畜産農家には

「山田錦」の稲わらは食べ応えが

あると評判である。 

この地域では、稲わらと牛ふん

堆肥の交換を通じて資源循環が行

われており、地域自給システムが構築されている。通常の稲作では稲わらを収穫時

に細かく裁断するが、長いまま残し、20日ほど天日に干してから集める。その間に

振る数回の雨が新しいわらを柔らかくし、アクや多すぎるビタミンを減らす。 

11月から年内にかけて、機械で寄せ集め、牛舎に保管する。また、敷きわらにも

利用しており、牛ふんとともに、共用の堆肥化施設で発酵させる。２月ごろには完

成した堆肥をほ場に散布し、農業と畜産業の資源循環が完了する。 

この取組は、近年の輸入飼料危機や肥料高騰の影響を受けにくいものともなって

ることから、持続可能な農業・畜産業のモデルといえるものである。 

  

 
27 兵庫県の西脇市黒田庄地区で育てられた和牛（但馬牛）であり、神戸肉流通推進

協議会の肉質などの厳しい基準を満たしたものは神戸ビーフとして出荷される。 

写真 45 山田錦の稲わらを与える様子 
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添付資料 

○認定サイトの位置図（兵庫県の酒米の奨励品種の原種配布先） 

兵庫県内の酒米種子の配布先を示す。オレンジ色が認定地域。下の<地域名>は３JA

ごとの管轄地域で、すべて合わせると認定地域と一致する。 

 



 

85 

 

○認定サイト内行政区域 

（黒線：昭和42年時点の市町区域、赤線：平成18年以降の市町区域） 

 

○「山田錦」作付面積分布 

（単位ha:R５兵庫県農産園芸課調べ） 
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○土地利用図（JAXA高解像度土地利用土地被覆図） 

水色は水田、赤色は人口構造物、ピンクは畑地。山田錦生産の多い地域の水田が残

る谷が東西に分布していることがわかる。  

また、大阪を中心に沿岸部や交通の要所は都市化が進んでいる。
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